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学体連会報
発行 日・ 昭 和 57年 6月 15日
東京都渋谷区代々木神園町 3番 1号

国立オリンピック記念青少年総合セカ ー内

財団法人日本学校体育研究連合会

編集責任者 理事長 新 村 正 雄

究所そのものの概念をも否定するような研究システ

ムをもったプロジェクト・システムに重点を置き、

そしてその課題が解決され次第、そのプロジェクト・

システムを解散するというような研究体制が考えら

れもしよう。この他にも新しい研究体制の出現する

ことが予想されるのであるが、それも世界の研究情

報交換の方法や研究機器の新しい開発に と もな っ

て、いろいろの方法、組織が創出されることであろ

う。さて、このような、研究所を取りまく内外の研

究体制の情報分析をもとに、私が現在所長をしてい

る国立特殊教育総合研究所はどのように行 くべきか

を、この研究所設立の十周年を迎えて考えるべきだ

と思っている。そして、次の10年 とはいわず、 5年

とも、 3年 とも一応の期間を設定して、現研究体制
をどのように運営すべきかを思索する重要な機会に

遭遇していると確信している。

昭和21年、日本学校体育指導者連盟として発足、

25年に財団法人となり、37年財団法人日本学校体育

研究連合会となったわが学体連は、今後どのような

進路をとるべきであろうか。

・・・ 十周年は新しい出発点・・・

会長 大 石 三四郎

世界における科学技術の進展は、その速度におい

て目を見はるものがあり、そして大きな成果をあげ

ている。したがつてその速度についてい くた めに

は、これからの研究所は、必要に応じて、その研究テ

ーマの特質によって、研究所設立の時限を決定しよ

うという傾向が強 くあらわれてきている。そして、

これらの研究所に関連して起きる種々の試案が各方

面で提起されるとともに勇敢に実施に移されて試行

改革されているというのが現状である。これら今日

の研究システムに関係して起きている論議は、いず

れも現在の科学研究体制の現状での反省から出てく

る研究の急速な変化に対応しようというのが本音で

ある。したがつて、今後、研究所として研究テーマ

によっては、無期限に定員数の若干の増減はあるに

しても、現状の研究所という概念のもとで設置され

ることもあるであろうし、また、時限を定めて、研

究員の増減に伸縮性をもたせるような研究所も設置

されるであろう。そして更にすすめて、従来の研究

所という概念から出発して、研究所の老イヒ防止とい

うだけでなく、研究の活性化を保つために現在の研

全国表彰 (G曇
薯
)都道府県推せんは 7月 10日 (土 )ま で

第21回全国学校体育研究大会は、昭和57年 10リヨ14日 (本λ15日 (金)新潟市・新潟県民会館で全体会力ヽ 14の会場で分科会

が行われる。14日 は開会式に続いて、保健体育優良校・功労者の表彰式が挙行される。例年より1ケ月余り早い。従って都道

府県推せん委員会より学体連への推せん締め切りを7月 10日 (土)と している。くれぐれもお間違えのないよう、こ用意くだ

さt｀。
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この度、皆様方のご推挙により理事長に就任いた

しました。浅学非才、未熟な私が、この大役をおお

せつかりましたことに、大きな不安を感じますが、

大石三四郎会長先生を始め、先輩諸先生方のご指導

のもとに誠意をもって、その責務を遂行していく所

存でございます。なにとぞよろしくご指導ご鞭達を

賜わりますよう心よりお願い申し上げます。

私は、台湾で生まれ育ち終戦後、鹿児島 に 31揚

げ、昭和22年新制中学校発足のとき、体育教師とし

て第一歩を踏み出しました。以来、運動好きで元気

な心豊かな生徒の育成を目指してまい りました。

さて、私は一昨年の暮れから正月にかけて同級生

1り、と35年 ぶりに母校を訪ねる機会を得ました。赤

レンガの懐しい校舎は、すでに近代建築に変わって

いましたが、思い出多いグランドは昔のままの姿で

私を迎えてくれました。ここで、くりひろげられた

数々の思い出が走馬燈のように頭の中をかけめぐり

理 事長   新  村  正  雄

ました。私の青春は、校庭にあったとさえ思い ま

す。知らず知らず私は、ただ一人はだしになって ト

ラックを走っていました。

仲間達と校長室で、通訳を通しての もどかしい話

のやりとり、持参した京人形を贈ったこと、校庭の

隅で校歌や応援歌を静かにうたった感激も忘れるこ

とは出来ません。そして学校時代の生活が風化しな

いで、今も脈々と私の体の中にあることをしみじみ

感じました。私は、教師として最も大切なことは、

生徒達にどんな喜びや感動を与えてやれるかだとい

うことを再確認しました。

終 りに、この日本学校体育研究連合会が、全国の

学校体育指導者の皆さんが、あたたかく心の通いあ

える場として、また、学校体育に関する研究、調査

の中枢として益々充実発展することを心より祈念し

て挨拶といたします。

電機[忌藝:菫皇:層Πiを
図る」
こ:「
る

を目的とする。」となっている。

そのために何をするのかというと、第 4条 (事業)

として次のことが挙げられている。

は)学校体育に関する研究調査
0)学校における体育活動および体育に閑する研
究活動の援助

0)学校体育に関する研究大会・講習会等の開催
に)加盟団体の活動援助
6)体育優良校および体育功労者の表彰
6)優良体育施設用具・用品等の認定および推薦
仔)そ の他この法人の目的を達成するために必要
な事業

そこで今年は、次の事業を計画している。

昭和57年度 事 業 計 画
1 第21回全国学校体育研究大会
昭和57年 10月 14日 (木)15日 (金)新 潟市・

新潟県民会館他において開催

2 第32回全国保健体育優良校・第12回保健体育功
労者表彰

昭和57年 10月 14日 (木)第21回全国大会の開

会式に続いて行 う。

3 講習会
(1)第 2回障害児キャンプ指導者講習会

6月 18日 (金)・ 19日 (土 )・ 20日 (日 )

会場 東京YMCA山 中湖センター
0)第 13回全国学校体育指導者講習会
8月 23日 (月 ) 24日 (火)・ 25日 (水 )
会場 新宿区立戸塚第二小学校

小学校――基本の運動・表現運動

学習院大学

中・高等学校―一体操特に新体操

4 体育図書の出版
5 助成事業
(1)加盟団体補助

9)全国学校体育研究大会助成
3)「 学校体育研究 Jの作成
6 学校体育用品ならびに体育施設用具の研究調査
7 会報等の発行

8 諸団体との連絡提携

1の第21回全国学校体育研究会。第21回全国学校

体育研究大会は、各都道府県教育委員会で参加者と

1人 4,500円 の参加費をとりまとめ、 7月 31日 (土 )

までに新潟県教委保健体育課内の大会事務局に申し

込む。研究主題は「 生涯スポーツを志向した学校体

育の推進をめざして」。分科会は幼 1、 小 5、 中 4、

高 2、 盲 聾・養護 2計 14。 上越新幹線開通直前の
行事となる。新潟の先生方は、今井会長をはじめ、

協カー致して研究の推進と参加者の受け入れに懸命

である。皆さんが新潟らしい大会をやろうと張り切

つているので、私 も応援しながら大いに期待してい

るのである。

2の優良校・功労者の表彰。去年は 109校、 117

名だったが、今年はいくつになるか。新潟大会が10

月14日 となったので、これに合わせ、夏休みという

ブランクを考慮して、各都道府県推せん委員会から

の推せんの期限を7月 10日 (土 )と した。中央審査

委員会を7月 20日 あたりにやりたいと思っている。

3の講習会。障害児キャンプの指導者 の講習 会

は、この会報がでる頃には実施直前とい うところ

か。国際障害者年といわれた昨年、初めて6月 のこ

の時期に行ったが、参加者は少なかった。今年も、

昨年と同様、 3,000枚の要項を全国に配ったが、幾

人の申し込みがあるか気がかりである。

学校体育指導者講習会は8月 下旬。小学校は基本

の運動・表現運動を新宿区立戸塚第二小学校で。オ

リンピック体操の選手だった塚脇伸作、塚脇 (旧姓

小口)澄子夫妻が講師。中 高校は学習院大学で体
操特に新体操。オリンピック選手だった遠 山喜 一

郎、加茂佳子、関田志保子、高橋衣枝の先生方が指

導。小は小なりに、中 高は中・高なりに課題を持
つて参加 されれば、必ず得るものがある。 2日 半に

耐えられるように十分な配慮がされる筈である。

4の体育図書出版。教師による教師のためのスポ

ーツ作文「 スポーツ断想」が遠からず出るだろう。

5の助成事業。

(1)加盟団体補助は、各都道府県学校体育研究連合

会 〈その他の名称もある。)に研究活動の補助とし

て、昨年度同様 5万円を提供することになってい

る。
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学 体 連 と は 何 か

事務局長  重田

I 学体連の目的と事業
学体連とはどういう団体かときかれた時、全国の

小 。中・高等学校の、幼稚園・盲・聾 養護学校の
保健体育に関係の先生方は、どのように答えられる

だろうか。

学体連は、正式には財団法人日本学校体育研究連

合会という。終戦の年、昭和21年に日本体育指導者

連盟として発足したのがそもそものスタート。25年

に財団法人 となり、昭和37年に財団法人日本学校体

育研究連合会と改称して今日に至っている。従って

今年は改称されてから満20周年ということになる。

改称された頃の事情については、会報第 9号で鈴木

正三冨」会長 (学習院大学教授)が詳しく書いておら

れる。

寄附行為という言葉は、案外耳新しいものだと思

う。広辞苑にはこう書いてある。「 寄付行為 ……

財産を提供して財団法人を設立する行為。必ず書面

を以てすることを要 し、この書面をもまた寄付行

為という。この意味では寄付行為は社団法人の定款

に相当し、記載事項 も定款と大体同様 」

財団法人日本学校体育研究連合会寄附行為 (昭和

51年 11月 17日 から施行)に ある目的第 3条は、

ヽ
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0)全国学校体育研究大会助成は、新潟県学校体育
指導者協議会などが入って作 られる、第21回 全

国学校体育研究大会新潟県実行委員会に、当年度

分として 100万 円 (前年度分50万円は昭和56年度

中に支出済み)、 神奈川県実行委員会に昭和58年度

大会 (第 22回 となる)に前年度分として50万円、
計 150万円を助成する。

0)「 学校体育研究」の作成。学体連の機関誌なの
に助成とはという疑間がおこるかもしれない。昭

和57年 3月 31日 付の「 学校体育研究 J第 15巻は80

万円、3,000部。これを各都道府県に無料で配布し

ているので、助成といえると考えている。

6の学校体育用品ならびに体育施設用具の研究調

査。これは開店休業状態で見るべきものはなかった

が、今年は もう少 し前進するようにお願い した

い。

7の会報等の発行。56年度は16頁のを2回出した

が、今年度は4回 出す予定。6月 、9月、12月 、 3

月。 1回 15,000部。全国の小 中・高校に洩れなく
届くようにとの希望があるが、昭和55年 5月 1日 現

在の学校数は次の通りであることを考えても、よい

ことだし、そうしたいのだが、先立つものが十分で

ないと言わざるをえない。都道府県では、実際どの

全国公立学校数 (昭和55年 5月 1日 現在)

」ヽ学 校 中 学 校 高等学校

本 校 23,463

分 校 1,244

全  日  制 2777

定 時 制

併 置 校 907

計
A24,707 B10,156

3,951

A tt B+C=38,314校

ように配布され、 どのように読まれているのだろう
か。そして、一斉に東京から送られ、都 道府県 の

小 中 高等学校に到着するのに幾日かかるのだろ
うか。微妙なところだが大事なことだと思う。

次第に全県の声が出るようにしたい。

8の諸団体との直接提携。日本体育協会、全国高

体連、日本女子体育連盟、その他と、必要に応じて

直接提携して来た。

I 学体連の財源
寄附行為第 6条に賛助会員というのがある。
この法人に、賛助会員をおくことができる。
2 賛助会員は、この法人の目的に賛同して、その
事業を賛助する個人または団体をいう。

3 賛助会員は、賛助会費を納入するものとする。
個人賛llt会員には、賛助会費 5万円 (一時払い)
の終身賛助会員と、その年度だけの賛助会費 ,000
円を出して戴 く賛助会員がある。団体には、年額 1

口2万円以上を頂戴する賛助会員と、年額 15万 円
と寄附金とを戴 く特別賛助会員とがある。

特別賛助会員は2社 1団体で、児島株式会社、明
石被服興業株式会社、日本教育シューズ協議会がこ

れである。この他に、特に日本教育シューズ協議会
からは、黒田理事長の、別途に格別のご配慮 を戴

き、正に干天に慈雨の思いがしたので終身賛助会員
は57年度までに45名、一般賛助会員は74名、普通賛
助会員は2"社6こ の他に毎年、水野スポーッ振興
会より多額の補助金を頂戴している。

以上はすべて、個人あるいは団体の浄財であり、
これらの運用については、常に感謝とともに生きた

活用を心掛けている。

また、加盟団体分担金が 12o万 円入る。人口 300

万人未満の県からは2万円、 300万 人以上 600万人
未満は 4万円、 600万 人以上が 6万円の分担金を頂
戴する。これは昭和56年度からで、それまでは実に
1年間、昭和37年から55年 まで、それぞれ 1万円、
2万円、 3万円であったのである。
この他に、基本財産の利息、講習会受講料、図書
出版の印税と編集費、雑収入、その他であった。

Ⅲ 今、思うこと

1 基本財産とともに、運用財産がふえること。 3
億円あると、現状のままならその利息で会の運営

が可能である。現実には、賛助会員を 1人でも多
く、さらに 1社でも加わってもらうことだ。

2 会報を充実させたい。全国の先生方 が 何 を考
え、何を望んでいるかを表現できるような場を作

りたい。

3 年度末、小 中・高校の年間研究発表資料を頂
戴したら、大変な量になった。これを上手に集大

成して、全国へ関知する方法はないか。

4 全国学校体育研究大会をやろうとする県が多す
ぎて、調整に困るというような時は来 /6‐ い もの

か。当分来ないとすれば、その原因は何かをつき

とめられないか、と考える。

5 学体連から外国に派遣するなどということは、
ありうべからぎることか。

6 プロックの研究大会がもつとふえるといい6関
東地区では、中学校と高校が別々にやっている。

近畿では高校が、中国・四国では一体になつて小

学校が、四国では中学校と高校が別々に、九州地

区では小 。中 高校が一体となってやっている。
昭和59年度は沖lll県が開催県になつてい る と聞

く。

◎学体連の賛助会員について

財団法人日本学校体育研究連合会は、寄附行為第

6条 により、賛助会員をおき、賛助会費を頂戴して

いる。この賛助会費が、各都道府県の加盟団体の補

助金になったり、全国大会の補助金 (現在は 150万

円)になったり、優良校 功労者の表彰に使われた
り、経常費に充てられたりしている。

賛助会員には、個人の部と団体 (会社)の部があ

る。個人の部には年度会費 5,000円 (昭和55年度まで

は3,000円 )を戴く一般賛助会員と、一時会費 50,000

円 (昭和55年度までは 30,000円 )を 戴く終身賛助会

員とがある。団体 (会社)の部には、年度会費 1ロ

20,000円 (昭和55年度までは10,000円 )(幾口でも
可)を 戴く普通賛助会員と、年度会費 150,000円 (昭

和55年度まではllXl,000円 )と寄附金を戴く特別賛助

会員とがある。

一般賛助会員は次の通 りである。

□  個人・団体ともに敬称省略
(  )内 は住所あるいは所在地

昭和52年度―一――――

木村 福贅 (埼 玉 県) 立津 時男 (宮古平良市)
酒井 健一 (長 井 市〉 森山  賓 (長 崎 県)
土田 悦郎 (滋 賀 県) 米田  満 (山 形 市)
山田 義雄 (佐 賀 市) 松山  守 伏 分 市)

松本 得繭 (尼 崎 市) 領家
宝田 利次 (岡 崎 市)
昭和53年度―一――一―

篤 (島 根 県)

以上 11名

大島 外治 (国分寺市) 山田 忠一 (加古川市)
村岡  裕 (東 京 都) 嶋  一郎 (香 りil県 )
千葉 和美 (青 森 市) 南 三千雄 (泉 南 市)
諸星 虎治 (大 和 市) 宮崎貞次郎 (千 葉 県)
栗田 秋生 〈熊 本 県) 深川 泰秀 (福 井 県)
花輪 民大 (甲 府 市) 塩田 禎男 (大 宮 市)
前田 真― (沖 縄 県) 天野  昂 (鶴 岡 市)
小宇佐文夫 (宇 佐 市) 桜井 秀男 (堺  市)
荒川  大 (広 島 県) 船石 一雄 (別 府 市)

以上18名

昭和54年度―――――

荒井 伸男 (水 戸 市) 鈴木  博 (千 葉 県)
高井 房子 (徳 島 県) 鈴木 助晴 (神奈川県)
安野 悌次 (山 形 県) 渡加 忠美 (松 江 市)
三嶋  光 (十和田市) 古川 留市 (島 原 市)
尾西 敏雄 (明 石 市) 村岡  裕 (東 京 都)
南 三千雄 (泉 南 市) 船石 一雄 (別 府 市)
松浦 利夫 (国 立 市) 辻江 正夫 (大 阪 市)

以上14名

昭和55年度――――――

阿部 英一 α黄浜 市)

星  亀雄 (福 島 県)
根田  栄 G♂ 岡 市)
木村 隆一 体L幌 市)

坂本 春雄 い1本 県)
小石沢 正 (塩 山 市)
松川喜久治 (宮 崎 市)

以上 7名

昭和56年度 ――――――

土屋 純夫 (茂 原 市) 本多 正秀 (長 崎 県)
友綱 吉信 (府 中 市) 鈴木 稔雄 (豊 橋 市)
片平 市朗 (千 葉 県) 相馬  斎 (弘 前 市)
寺坂 茂治 (鳥 取 市) 佐藤兼次郎 (函 館 市)
大浜 裕子 (浦 添 市) 小川  肇 (前 橋 市)

以上10名

昭和57年度 (4月 末日現在)

喜多茂一郎 (鳴 戸 市) 前島 重雄 (浜 松 市)
山本 利之 (相 生 市) 笹井孝太郎 (滋 賀 県)
梅本 俊芳 (鶴 岡 市) 山田 直― (名古屋市)
塩田久仁夫 ●員本 県) 野田 秀豊 (富士吉田市)
大島 初江 (神奈川県) 亀若 竹雄 ∈ 塚 市)
田熊 端子 (鳥 取 県) 平井 輝夫 (埼 玉 県)

以上12名-4-
-5-
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終 身 会 員

また、終身会員としては、設けられて今 日に至る

まで、次の方々がご協力くださっている。

昭和51年度――一――一

今村 嘉雄 (坂 戸 市)
昭和52年度――――――

以上 1名

坂井田逸治 (′‖崎 市)

加藤 為吉 (舞 鶴 市)

真坂 寅雄 (京 都 市)
村上 亀恵 (東 京 都)

峯  友直 (浦 和 市)
近藤 緩子 (茨 城 県)
青池 清一 儒 井 県)

以上 7名

昭和53年度―――一――

松本  博 (浜 田 市) 牧山伊三郎 (唐 津 市)
松原アユミ(太 田 市) 小川 廣雄 (小金井市)
川津 正康 (長 崎 市) 米国 良逸 (弘 前 市)
翁長 維行 (具志川市) 舛谷 晴夫 (長 崎 市)
安在武八郎 (山 形 市) 岡田 二郎 (前 橋 市)
古川 克巳 (兵 庫 県) 奈良 くり0し 幌 市)
村上  繁 (高 知 県) 坂井 長雄 (村 山 市)
吉野 次雄 (大 村 市) 岡部 さん (古 河 市)
近藤 緩子 (茨 城 県)       以上17名

昭和54年度――――――

渡部 咲子 (松 江 市) 二官 府子 (東 京 都)
藤野 桜子 (東 京 都) 山崎  勝 (神奈川県)
鈴木 武雄 (いわき市) 小塚 弘良 (名古屋市)
川口 堀夫 (長 崎 市)        以上 7名

昭和55年度――――――

川田 正徳 (本L幌 市) 岩崎 正春 (横 浜 市)
酒井 一九 (東 京 都) 沼舘 定康 (狛 江 市)
井上 重人 (北九州市) 垂井 治子 (東大阪市)
鑓田 治男 (館 林 市)        以上 7名

昭和56年度

―
吉井 忠亮 Ok田 市)
重田  一 (東 京 都)

松沢 道彦 (山 形 市)
以上 3名

昭和57年度 (5月 末日現在)

相川  茂 (館 林 市) 鈴木  勇 (福 島 県)
鈴木  信 (調 布 市)        以上 3名

また、団体 普通賛助会員、団体・特別賛助会員
は次の通 りである。特に、昭和56年度のみを示す。

昭和56年度 団体 普通賛助会員

会 社 名     所 在 地 代 表 者

東海スポーツ用品株式会社 名古屋市 瀬尾  賞
マルヒロ護護工業株式会社 神 戸 市 山浦 捨次
日本ゴム株式会社     東 京 都 石橋徳次郎
コタニスポーッ株式会社  東 京 都 小谷 孝保
日本コーター株式会社   東 京 都 小谷 孝保
株式会社 井上製作所   東 京 都 井上秋五郎
株式会社 大心苑     高 萩 市 原口 良英

昭和56年度 団体・特別賛助会員
日本学校体育振興会。これを次の2社 1団体が形

成している。

会 社 名

児島株式会社

明石被服興業株式会社   岡 山 県 明石  章
日本教育シューズ協議会  岡 山 県 黒田 浩平
この 2つの会社、 1つの協議会を支えてい る会
社・営業所等は次の通 りである。

児島株式会社コロンバイングループー覧

1

2

3

4

5

会 社 名
児島株式会社 本社
札幌営業所

関東営業所

名古屋営業所

所 在 地 代 表 者

岡 山 県 山本 哲男

所 在 地  代 表 者
倉敷市   山本哲男
札幌市   綾 秀俊

大宮市   村岡三郎
名古屋市  丸山陽照

13 輸岡部

14 0石郷岡商店
15 東奥商事∽

16 0共和
17 ③熊長商店

18 丸島商事い

19 秋田ヨット服∽

20 マリレホンい

21 "荒井縫製工場
22 0丸俊
23 ∞弦巻

24 福島学生衣料∽

25 星野商事∽
26 新潟ヨット服∞

27 坂井達三商店

28 い丸永商店

29 小竹輸
30 丸十い
31 0浜松布畠
32 マル トシ輸
33 山本被B浸い

34 丸長∞

35 むろいい

36 同野川商店

37 ∽久保西

38(つ タカコウ

39 0丸 大繊維
40 横内繊維
41い ダイシン
42 0室 七

43 北陸足袋い

44 スター被服
45 鈴木屋

46 近畿ヨット服い
47 大谷被服産業い

48 的畑屋商店
49 輸糸吉

50 筒成日本店

51 島根繊維い

52 橋本尚之商店

53 小林繊商0
54 +和い

北見市

青森市

弘前市

八戸市

岩手県

秋田市

横手市

仙台市

山形市

山形市

酒田市

福島市

会津若松市

新潟市

三条市

長岡市

柏崎市

豊橋市

浜松市

静岡市

静岡県

三島市

山梨県

埼玉県

高崎市

長野市

長野市

松本市

飯田市

金沢市

福井市

岐阜市

松阪市

大津市

和歌山市

加古川市

姫路市

米子市

松江市

津山市

福山市

広島市

東北児島株式会社   岩手県   田中康博

55 大下繊維∞     広島市
56 香川ヨット服い   高松市
57 武知商事い     徳島市
58 清水綿業①     八幡浜市
59 0広松       高知市
60 ∽ヒゼンメイト   佐賀市
61 前田商事い     長崎市
62 いしばりや    佐世保市
63 輸古荘本店     熊本市
64 い橋本銀三商店   宮崎市
65 ヤマキω     大分市
66 富士ヨット∽    鹿児島市

日本教育シューズ協議会グループー覧

日本教育シューズ協議会関係

会 社 名     所在 地  代 表者
1 協和い        神戸市  足立 孟郎
2 日進ゴム∽       岡山市   渡辺 昌平
3 福山ゴムエ業③     福山市   中島俊五郎
4 い九亀岡部       北見市   岡部 健策
5 岩手県事業本部 (太田)盛 岡市   太田 善雄
6 高与弘進∽       仙台市   高橋 由松
7 輸秋田スポーツカ/パニー 秋田市  藤原 義三
8 山形県事業本部 (斎藤) 山形市   斎藤 貞蔵
9 置賜事業本部(東やまこ)山形県   安部 孝子
10 コウハチ0      会津若松市 自井  功
11 関東事業本部(サ ーパス)東久留米市 行田  勝
12松勘工業∽      加須市  松本  学
130ニ ッコー       前橋市   茂木  仁
14 1bl九幸商店       坂戸市   清水 貞二
15 栃木県事業本部 (福地)栃 木市   福地  茂
16 カメヤゴム③     千葉市   田村 正夫
17 中央物産①       山梨県   灰原 正夫
18 地救堂商事い      横須賀市  山田 富吉
19 高田商事        平塚市   高田 明範
20 東京事業本部 (筒井)  東京都   筒井 克也
21 北信越事業本部(4ヽ間井)金沢市  小間井宏尚
22 新潟県事業本部 (新栄) 新潟市   阿部健二郎
230サ ンフ        新潟市   三橋 洋夫
240ヤ マニ        長野県   笠原 好弘
25福井県南越支部 (高橋) 武生市   高橋 俊雄
26い方橋ゴム商会     福井市   方橋 助蔵

明石被服興業株式会社ヨットグラ́―プー覧

会 社 名    所 在 地
1 本社       倉敷市

2 東京支店      東京都
3 大阪営業所     大阪市
4 宇部営業所     宇部市
5 福岡営業所     福岡市
6 宇都宮連絡所    宇都宮市
7 函館ヨット服い   函館市
8 0小川       札幌市
9 輸大丸      旭川市
10 東栄い旭川店    旭川市
11 東栄い札幌店    札幌市
12 北浜商事0     帯広市

-6- -7-
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270丸大        名古屋市  伊藤 卓三
28 山本被服い      静岡県   山本 安彦
29 静岡柴用い       静岡市   柴田 弘一
301・ 0ラ ッキーえびな    岐阜市   海老名利康
31 双和商事い       上野市   井上 久雄
認 輸日下部商店      姫路市   日下部斐郎
∞ 三興商事粉       近江八幡市 佐田 長雄
34 和歌山県事業本部(内畑)和歌山市  内畑 瑛造
350大塚ユニホーム    神戸市   大塚 芳郎
∞ 小倉株式会社 C/jヽ倉)  岸和田市  小倉 十吉

"①
富士商店       茨木市   中村 光男

38 0フ キタ        大阪市   脇田 博之
39 大阪事業本部      吹田市   八木下房男
40 黒田0         岡山市   黒田 浩平
41 1tl日 本教育シューズ   松山市   弓立 英夫
42 広島県事業本部 (藤井) 広島市   藤井 義久
43関西商事同      福山市   小林 茂敏
4的 マルニシ商会    鳥取市   西尾 益男
4「1 松川商事の       出雲市   松川 政夫
46 山口県事業本部 (宮本) 山口県   官本 靖彦
47間和合商店       鹿児島市  和合 親治
48 福岡県事業本部 (弥生)福 岡市   弥生吉之資
49 三坂商事神       福岡市   坂田  穣
50 キショウ堂帽子店    北九州市  瀬川恵美子

1趣 旨
学校体育は、我が国の次代を担う児童生徒が生

涯を通じて運動に親しみ、実践する態度や能力を

育成するために重要な役割をもっている。

本大会では、生涯スポーッを志向した学校体育の

の推進を主題 とし、研究発表および研究協議を行

い、今後の学校体育の充実発展に資する。

2 主 催
文部省、0日 本学校体育研究連合会、新潟県教
育委員会、新潟市教育委員会、新潟県学校体育指

導者協議会

3 主 管
第21回全国学校体育研究大会新潟県実行委員会

=昭和57年度 第21回全国学校体育研究大会要項 =

51 ④ヒゼンメイト     佐賀市   音成 辰昭
52{司孫右工門商店    唐津市   山口 信夫
53 与田本店        柳川市   与田 邦雄
54的人分教育シューズ   別府市   屋舗 勝敏
55 熊本県事業本部 (橋日) 熊本市   橋口  弘
56 宮崎県事業本部 (田 日) 都城市   田口福二郎
57●豊後屋        延岡市   大平 孝―
58 川原商事③       佐世保市  川原 義治
59 長崎県事業本部 (藤家)長 崎市   藤本 担士
60 沖縄県事業本部 (仲吉)那 覇市   仲吉 朝清
61 アキタスポーッ船    秋田県   草薙 誠一
62 ③遠藤商店       郡山市   遠藤 議介
63牧野本店       豊橋市   牧野 源治
64 近畿ヨットい      大津市   明石  章
65 横浜通商0      横浜市   松岡  譲
66 室田ゴム商会      富山市   室田  潔
67 森下武士商店     武生市   森下 武士
680南越         武生市   中村 栄吉

:181〔言i商
会
    詈][   1塁  [

:: 量罫冒裏首ューズ協会  髯唇辱  曇奮 :5
以上の他に賛助会員ではないが、水野スポーッ振興会
より、毎年多額の補助金を頂戴している。

4 期 日
昭和57年 10月 14日 (木 )・ 15日 (金 )
5会 場
(1)全体会場 (第 1日 日)新潟県民会館 ※予備
会場・ 新潟市体育館

9)分科会場 (第 2日 日)新潟市内の小 中 高
等学校等

6 参加者
学校体育指導者及び保健体育行政関係者等

7 研究主題
「 生 rlIス ポーッを志向した学校体育の推進をめ

ざして」

8  日  程

9 講 演
(1)「 私と体操競技 」 筑波大学講師 加藤沢男
0)「 今後の学校体育に期待するもの 」 国立教
育研究所長  本田 宏
10 分科会

研究主題及び講師 別紙
11 参加申込

(1)申 込み方法

各都道府県教育委員会は、参加申込み者及び

参カロ費をとりまとめて、別紙申込み書により下

記に申し込む。

ア 申込み先
0950 新潟市東大通 2丁 目4-10 日本
生命ビル 1階近畿日本ツーリスト
の新潟営業所 学体研係

8 025か 41-6161
イ 振込み先
第四銀行新潟駅前支店 口座番号 1032416
近畿日本ツーリスト新潟営業所学体研係

大塚浩一

別紙

分科会研究主題及び講師

核)申 込み期日 7月 31日 (土)
12 参加費

1名につき4,500円 (紀要、指導案、会員票等を

含む)

13 大会事務局
0951 新潟市一番堀通町5924新潟県教育委員

会保健体育課内

密 0252-23-55H 内線 3680
14 その他

(1)参加申込み者に対する領収書・紀要引換券・宿
泊券は、近畿日本ツーリストの新潟営業所学体

研係より、参カロ者あでに直接送付する。(紀要引

換券、宿泊券は大会当日必ず持参されたい。)

0)第 1日、第 2日 とも各会場での駐車はできな
いので了承されたい。

6)日本学校体育研究連合会に推薦した全国表彰
の受彰予定者の参加については、各都道府県が

とりまとめの上 月 日までに、参加費 1名に
つき4,500円 を添えて申込まれたい。

時 40_____9:30  _ 11:00      12:00         13:30         15:00

10 月 14 日 受  付
開  表

貪 髪
講
演
０ 鷲誕翼フを菫

`1講

 湯
県
議

府

会者

道

表

都

代

場 新 潟 県 民 館
時 9:30                     12100      13:00               15:30

10 月 15 日 受  付
分    科    会
(公 開 授 業 ) 昼  食

1為 究 発曇 ・協 旱
場 各 分 科 場

部

　

会

会
場
番
号

部会研究主題 分科会協議題 i旨導 助言 者 研究 (提案)発表者 場 司 会 者

幼

椎

園

1

体を動かして遊ぶことの好き
な子どもを育てるにはどうすれ
ばよtヽか。

新潟県立新潟女
子短期大学助教
授
松 本 真言

薄遍]羅書 内海 豊子
新潟市立

沼 垂 幼 稚 園

斎藤  準 治
新潟 市立 二葉

幼 稚 園 長

2

夢中になって運
動に取り組み工夫
をこらしてよりよ
い動きつくりを目
指す子どもにする
|こはどうするか。
(基本の運動)

筑渡大学教授
大木昭一郎

新潟市 立
鏡淵小学校
上越市立南
本町小学校

高橋 信

信川 上

新潟市立

鏡 淵 小 学 校 輛Ｗ時
賂赫峙

-8-
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学

/」ヽ

校

3

意欲をもつ

て生 き生きと

運動する子 ど

もを育てるに

はどうすれば

よいか。

興味 関心や能
力に応 じた課題 を

もつて意欲的に運

動にとりくむ子 ど

もにするには どう
す る力、

(器械運動 )

新潟大学教育学

部助教授

佐藤 勝弘

利雄

和 男

小池

羽鳥

立

校

立
校

師梓櫛絆

新

栄

小

山

新潟市立

栄 4ヽ 学 校
阿部 英昭
新潟市立新潟
小 学 校 教 諭

4

生 き生 きと表現
す る子 どもにする
にはどうす るか。

(表現運動 )

新潟大学助教授

福原 昌恵

上村 宏 之

美智

立

校

坂

校

師鶴前繹

新

小

新

井 小林

新潟市立

小 針 小 学 校

佐藤 敏子
新潟市立有明
台小学校教諭

5

く
ど
う
　
＞

つ
子
ど
　
り

力
む
は
　
く

体
組

に
　

つ

で
り
る

ｏ力

ん
取
す
か
体

進

に
に
る
て

り
も
す

新潟大学教育学

部教授

中山  仁 角張

新潟市立山
の下小学校

上越市 立
国府小学校

田村 功

修

新潟市立

山の下小学校 思鰤は
同鰤峙

6

子 どもが意欲的
に取 り組む課外 ク

ラプの運営 をする
にはどうするか。

(課外 クラブ)

新潟大学教育学

部教授

林  利八

新潟市 立
女池小学校

西川町 立
仙田小学校

清田 広 文

桑原 正

新潟市立

女 池 小 学 校

富井  彪
新 潟 市立 牡
丹山小学校長

中

学

校

7

課題をもつ

て意欲的に学

習に取り組む

生徒を育てる

にはどうすれ

ばよいか。

種目の特性を重

視した段階的指導
の工夫 をどうす る
か。

(陸上競技 )

新潟大学教育学

部教授

内藤 信雄

実

正也

大谷
新潟 市 立
木戸中学校

相川町 立
金泉中学校 高野

新潟市立

自 新 中 学 校

近藤 勝寛
朝日村立高根
中 学 校 教頭

8

ゲームの質を高
めるための集団技
能の指導をどうす
る0,。
(バ レーボール)

新潟大学教育学

部教授

藤田 修一 二勝施布
立

三
校
鰤籍
学

三

三
中

源雫コ撃農 長谷川幸雄
新潟市立

関 屋 中 学 校

鈴木  長
新潟市立五十
嵐中学校教諭

9

ダンスの学習に
おける動きの広め
方、深め方をどう
するか。

(ダ ンス)

新lPb上越教育大

学助教授

津田 史枝

新潟市 立
小新中学校

五泉市立五
泉北中学校

道 代土 屋

キ梅 田

新潟市立

寄 居 中 学 校

鈴木 弘美
新潟市立上山
中 学 校 教 諭

能力に応 じた対
人技能を高あ る指
導 をどうするか。

(烙 技 )

東京都立航空高

等専門学校教授

松川 哲男

京群∵肇穣 堤  俊雄

譲覧VL穣 長沢 宗英
新 lPJ市 立

中野小屋中学校

一̈̈
高

等

学

校

体育の生活

化はどのよう
にすすめたら

よtヽか。

生涯スポーッを
志向した主体的な
態度を育てる教科
体育の指導をどう
するか。

文部省体育官

島  喜八
克彦小柳

県立吉田商
業高等学校

県立新潟向
陽高等学校

広 司阿部 新潟市立

高志 高等学校

官本 盛男
県 立 相 りll

高等学校教諭

生涯スポーッを
目指す課外体育活
動の運営をどうす
る0ゝ。

東海大学教授

井上 一男

二 郎大矢

祐 大岩 本

県立新潟江

南高等学校

県立栃 尾
高等学 校

南
校
敗
江学
癖
潟等
新

高

渡辺 建夫
県立 糸 魚 川

高等学校教頭

養

護
　
・　
盲

障害にまけ

ず生き生きと

運動する子ど

もを育てるに

はどうすれば

よいか。

疾病の状態に応

じて遊 びや運動に

参加させる指導 方

法の工夫をどうす

るか。

新潟大学教育学

部助教授

杉本 英夫

小野 菊代

板垣 勝雄

田辺 一幸

杉本 勝弘

片桐 靖孝

纂
纂
妻
量諦
辞

県
養
県
養
県
養
県
養
県
養

新潟県立

新 潟 聾 学 校

阿部  靖
新潟大学教育
学部附属養護
学 校 教 諭

高橋 靖夫
県立新潟養護
学 校 教 頭

学  体 連 第 10 号

障害にまけ

ず生き生きと

運動する子ど

もを育てるに

はどうすれば

よいか。

"表
彰式・表彰状の書式についてご意見をお寄せください/“

報第 10 号 報運体学

・
聾

学

校

(1)表彰式をどこに入れるか。

文部省では最近、文部省主催行事を見直そうとし

ている。そのひとっに、学体連と共催の全国学校体

育研究大会の開会式に引きつづいて行つて来た全国

保健体育優良校、功労者の表彰式 (表彰式をするこ

とを文部省は後援して来てくれている。)を 、主催行

事のなかから別のところに出してはどうかといって

来た。表彰式は文部省の主催行事ではないからとい

うのである。4月 20日 の評議員会 理事会でもこの
件でご意見を伺ったが、まとまらないで終つたし、

その前の常務理事会 (昭和57年 2月 26日 )で も意見
の一致をみなかった。

文部省は、開会式前にやるか、どこか適当なとこ

ろに位置づけるようにという。

開会式前にやれば、一般参加者が従来より減少し

ないか。折角表彰されるなら、より多くの参加者の

前でというのが、従来開会式のあとにやって来た理

由だと思 う。 2日 日は分科会なので、表彰を受ける

||||||||| ||‐ |■‐|■■■|■■|■■■■■
=表彰状から「 後援 文部省」をとったらどうかと

文部省はいう。私は同感。ところが、印を押してな

い「後援 文部省」でも、あった方が有難いのでは
ないかとおもんばかる人がいる。そこで次のなかか

ら1つを選んで、ご意見をお寄せ願いたい。但し、

不可能のこともありうるようである。

方々だけの表彰式ならやれないことはない。また第

1日 目の大会が終つた直後に行 うことは不可能では

ないと思 う。厳密にいえば大会は続いているわけだ

が。しかし、そのあとに代表者会議が待っている。

そこで次のなかから1つを選んで、ご意見をお寄

せ下さい。

11 表彰式は、従来通 り開会式に続いてゃるのが

よい。

12 表彰式は、第 1日 、開会式前に全体会場でや

るのがよい。

13 表彰式は、第 1日終了後すぐに全体会場でや

るのがよい。

14 表彰式は、第 1日終了後、場所を改めて表彰
を受ける者と直接の関係者だけい るのがよい。

15 その他 (具体的に)
9)表彰状の書式について
表彰状は写真のようになっている。

表彰状の最後は

21 財団法人 日本学校体育研究連合会
会 長 〇 〇 〇 〇回

22 

優

団

猿

人

 曼
本学校体

曇

研究連合

會

回

1奮考

障害の実態に応

ずる適切な運動の

とり上げ方とその

指導をどうする力、

前新潟県立新潟

養護学校長

岡田 正美

仁

　

子

　

哉

浄

　

直

藤

　

原

　

柳

佐

　

菅

　

小

岡

校

潟

校

田

校

帳
学
鰤
学
靖
辞

県

聾

県

盲

県

養
一̈輌̈̈輌［靱一

-10- -11-



第 10 号 第 10 号

全国学校体育研究大会開催一覧 (H■Jは開催県)

―

第13回全国学校指導者講習会

―期日 昭和57年 8月 23日 (月 ) 24日 (火 ) 25日 (水)
会場 小学校の部

東京都新宿区立戸塚第 2小学校/東京都新宿区高田馬場 1-25-21/電 話  03-200-4324
6600

中 高校の部
学習院大学/東京都豊島区日白 1-5-1/電 話  03-971-8989

報連体学
学 体 連 会 報

財団法人 日本学校体育研究連合会回
文      部      省
財団法人 日本学校体育研究連合会□
文      部      省 EmI

財団法人 日本学校体育研究連合会
会 長 ○ ○ ○

文  部  大  臣 ○ ○ ○
その他 (具体的に)

○圃

○回

1全
l

!

国 大

い

会 (昭和59年度以降)|
ず こ へ   |
,・も・―・・―̈―・―̈―̈―̈―‐―……・―̈―・・―・適

全国学校体育研究大会東 中 西部別開催一覧
(昭和58年度まで)

東京で 2年連続して全国大会を引きうけたのは、
欠番にしたくない気持が働いていたのだが、そのあ

と第20回 を大阪、第21回 を新潟 (昭和57年度 )、 そし
て第22回 は神奈り1県が引きうけて下さる。そのあと

が仲々出て来ない。

配慮しなければならないのは、57年度以降 5～ 6

年間、 どの県でどのような大会があるかということ
である。62年度までは次のようになつているので、

昭和59年度全国大会は、 この表にある県は先ず困難
と考えるべきであろう。

第21回 (昭和57年度)以降の全国大会開催予定県

睾 57

連

会体』
学

全 新 潟 神奈川

連

体

体高
総 琵児目 受 知 秋 田 7]り |

口
つ
山
∈ |ヒ海道

体   慟
国   体 島 活 詳 馬 奈良 鳥郎 山 梨 沖 縄

連
会体は

女

全 秋  田 ヨ 崎 石り‖

今までどのような順で全国大会が実施 されて来た

かは、上の表と次の表および地図が明確に示してい

る。

どこか名乗りをあげて引 きうけて下さる県あるい

はプロックはないものであろうか。

県独自のやり方で開催すること、結構。

金をあまりかけないでやること、結構。

創意工夫の全国大会となること、賛成。

是非速力■こ、学体連事務局にご希望の旨を申し出
ていただきたい。ご希望が出て来るよう、積極的な
ご協力を都道府県ごとにお願いしたい。

″
‐

1

2

年  度 回 東 中 西

昭和37 1 千 葉

兵  庫

3 鳥 取

4 東  京

5 岐 阜

6 大  阪

7 福  島

8 高 知

9 長  崎

埼  玉

11 福 井

和歌山

山 形

東 京

滋  賀

熊  本

群  馬

東 京

東 京

大  阪

新  潟

神奈川

3 講師と日程 実技の内容

小

学

校

の

部

師講 班

第 1日 (8月 23日 ) 第 日(8月 24日 ) 第 3日 (8月 25日 )

10:00-12:00 13:30´-15:30 10:00 13:30
-15:30 10100-12:00

12:oo
～12:30

塚 脇伸作

早稲 田大 学

教授

塚脇 澄子

日本女子 体育

大学助 教授

A

班

①基本の運動
低学年の運動
用具をもった
額
力だめし
指導法

②基本の運動
中学年のとび
箱・マット
鉄棒などの運
動
指導法

③
に
同
じ

④

に
同
じ

指 導 の あ り方

間質

と め

式
証
付
散

講
了
閉
修
交
解

B

班

③中学年の表現

運動

指導法

④高学年の表現

運動

指 道渋

①

に
同
じ

②
に
同
じ

-12-
-13-
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中

・

高

校

の

部

師講

第 1日 (8月 23日 ) 第2日 (8月 24日 ) 第 3日 (8月 25日 )

10:00-
10:50
11:00～
12:00
13:30-
15:30
10:00-
12:00
13130～
15:30
10:00-
12:00
10:00-
12:00
12:00-
12:30

遠山喜‐郎
前東京女子体育大学教
授
加茂佳子
東京女子体育大学教授
関田志保子
東京女子体育大学講師
高橋衣枝
同      上

新 体 操

の

理  論

手具 を持

た な い
基本運動

指 導 法

ボールを

伎 つ た

手具体裸

指 導 法

を

た

操

法

わ
つ財
導

な

使

手

指

を

た

操

法

を
っ財
導

輪

使

手

指

第 1日 ～

第 2日 の

実 技 の

ま と め

¨
の

の
め
匿

朗
狙
技
と

事

竿

夫

ま

貢

式

証

付

散

講

了

閉

修

交

解

・高校生の部      日本学校体育研究連合会 電話 03-467-∞ 544 定員 小学校の部 60名  中
                 第一勧藤銀行代々木支店会費振込先60名

                          )講 座 413640785 会費  5,Ollll円 也 (資料費、講師謝金、会場費、      普通預
霙 日本学校体育研究連合会財団法′雑費にあてる。)                        

会長 大石三四郎し込む。6 申込 会費を添えて下記あて申
                 7月 20日 (火 )〒 151 東京都渋谷区代々木神園町 3-1      7 申込期限

センター内国立オリンピック記念青少年総合

学体連からのお知らせ

学体連の事業の一環として、昨年の 5月 から10月 に刊行した『 現代小学校体育全集 (全
13巻 )』 (ぎ ようせい

刊 )は 、 全国の先生方より“内容はもとより、見やすさ、使いやすさにおいて、他の追随を許さない好著
"

と大好評を博しています。

本会におきましても、各都道府県の会長をはじめ、傘下の先生方、関係者等
の協力を得て編まれた画期的な

全集と自負していますが、これもひとえに関係各位の絶大なるご尽力
のたまものと深く感謝いたしてお りま

す。

ようやく新学習指導要領の趣旨が徹底し、地に着いた授業を指導されていることと存じます
が、よりいっそ

うの充実と確固とした授業展開や研究を目指しておられる先生方、学校におかれま
しては、是非とも座右の書

としてお備えいただき、学校体育の向上 発展のためにも大いにご重用いただきたいものです。

本全集の内容構成等は、本誌末尾に掲出の広告のとおりですo今、お申し込みいただきますと完結記念学体

連あっせん特価 35,100円 でお求めになれます。

なお、お申し込み等は、学体連事務局宛か下記の発行元
へ直接お願いします。

学体連事務局 :〒 151 東京都渋谷区代々木神園町 3番 1号

国立オリンピック記念青少年総合センター内

(財)日 本学校体育研究連合会

TEL 03(465)3954

発  行  元 :〒 162 東京都新宿区西五軒町52
(株)ぎようせい 営業課
TEL 03(268)2141(代 )

c cOr“″bttθ
コロンバイン

着る身になって良い品つくり

=』
ロンリ菫イ鷹ン①

スポーツウェア

儲)日 本学校体育研究連合会特別賛助会員

児島株式会社
倉敷市児島小川 2丁 目 4番 60号
営業所  (名 古屋 。東京

TEL(0864)722830(代表 )
大宮・盛岡 ・札幌)

励 日本学校体育研究連合会特別賛助会員

明 石 被 服 興 業 株 式 会 社

本   社 〒 711

東 京 支 店 〒 103

福岡営業所 〒 812

宇部営業所 〒 75902

岡山県倉敷市児島田の 口 1-3-44(0864)777701

東京都中央区東日本橋 1-4-10(03)861-1917

福岡市博多区豊 2丁 目

山口県宇部市厚南区際波

(092)451・ 6920

(0886)41-7311

準教材としての体育衣料 ( 
屯″
■ことざ スポーッゥェァ)

真面目な学生服 』吾Lビ三ヨL′′Lだ肇曜里覇ZF女 性服

スクールカッターシャツ,開衿シャツ, ブラウス,そ の他布鳥

-14-



～ 斯界の待望に応 え、
絶讃 をあびて遂に登場 した ～

呼 吸 シ ュ ー ズ

○実公報

○商公告

O意 願

― 一 -3つ の ドキ ュ メ ン ト ー ー ー

O靴底に絶えず新鮮な空気の流れる……… ……… ……………………  呼吸シューズ
0運動の度に吸気,排気を忠実に実行する  ……  …………………… 呼吸シューズ
O靴底に輝かしい光のさし込む…………………………… ………… ……  呼吸シューズ

0日 本 学 校 体 育 研 究 連 合 会 特 別 賛 助 会 員

日本 教 育 シ ュ ー ズ協 議 会

昭 53-40340号

昭 54-14325号

3895号

(体育館用

上ばき用 )

(サ イズ)
140-270

(カ ラー)
青赤緑黄白

日本学校体育研究連合会が総力を結集して理論と実際を解説
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日本学校体育研究連合会=編集
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全13巻セット定価 39,000円 (〒 実費 )
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